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大
分
県
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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佐　
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一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

大
分
県
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
規
則
（
昭
和
五
十
年
大
分
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
開
発
地
区
」
を
「
開
発
区

域
」
に
、
「
当
該
地
区
」
を
「
当
該
開
発
区
域
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
中
「
第
四
条
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
設
計
根
拠
」
の
下
に

「
（
仮
設
の
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第

十
号
中
「
現
状
回
復
方
法
」
を
「
原
状
回
復
方
法
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
施
行
工
程
」
の
下
に

「
（
仮
設
の
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第

十
二
号
を
削
り
、
同
条
第
十
三
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
三　

防
災
施
設
の
維
持
管
理
方
法
（
開
発
完
了
後
の
維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。
）

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　

第
三
条
第
十
四
号
中
「
知
事
」
を
「
、
知
事
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
）

第
三
条
の
二　

省
令
第
四
条
第
六
号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る

　

こ
と
を
証
す
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

　

一‌�　

資
金
計
画
書
（
省
令
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
計
画
書
に
記
載
す
る
場
合
は
、
当
該
計
画
書
の
提

出
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

　

二‌�　

資
金
の
調
達
に
つ
い
て
証
す
る
書
類
（
自
己
資
金
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
は
預
金
残
高
証
明
書
、
融

資
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
は
融
資
証
明
書
等
を
添
付
す
る
こ
と
。
）

　

三　

賃
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
等
の
法
人
の
財
務
状
況
及
び
経
営
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料

　

四　

納
税
証
明
書

　

五　

事
業
経
歴
書

　

六　

登
記
事
項
証
明
書
及
び
定
款
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。
）

　

七‌�　

住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
個
人
の
場
合
に
限

る
。
）

２‌�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
つ

て
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一　

防
災
施
設
の
設
置
に
係
る
部
分
の
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
の
預
金
残
高
証
明
書
等

　

二‌�　

資
金
計
画
書
及
び
金
融
機
関
の
関
心
表
明
書
（
金
融
機
関
が
融
資
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
い
う
。
）

３‌�　

省
令
第
四
条
第
七
号
に
規
定
す
る
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
は
、
防
災
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
必
要

な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
し
て
防
災
施
設
の
施
行
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。
た

だ
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
防
災
施
設
の
施
行
者
と
開
発
行
為
の
申

請
者
と
が
同
一
の
場
合
に
は
、
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

　

一　

建
設
業
法
許
可
書
（
土
木
工
事
業
）

　

二　

事
業
経
歴
書

　

三　

預
金
残
高
証
明
書

　

四　

納
税
証
明
書

　

五　

事
業
実
施
体
制
を
示
す
書
類
（
職
員
数
、
主
な
役
員
、
技
術
者
名
等
）

　

六‌�　

開
発
行
為
に
係
る
施
行
実
績
を
示
す
書
類
（
監
督
処
分
及
び
行
政
指
導
が
あ
つ
た
場
合
は
、
そ
の
対

応
状
況
を
含
む
。
）

４‌�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
つ
て
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は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一‌�　

防
災
施
設
の
施
行
者
の
決
定
方
法
及
び
決
定
時
期
並
び
に
防
災
施
設
の
施
行
者
に
求
め
る
施
行
能
力

に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類

　

二‌�　

前
項
各
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
第
七
条
に
規
定
す
る
林
地
開
発
行
為
着
手
届
出
書
に
添
付
し
て
提

出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
約
書

　

第
四
条
中
「
次
に
」
を
「
別
表
に
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

　

第
六
条
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
工
事
完
了
の
日
」
を
「
第
九
条
に
規
定
す
る
開
発
行

為
の
施
行
結
果
に
関
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
日
」
に
、
「
開
発
許
可
済
標
識
」
を
「
林
地
開
発
許
可
済
標

識
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
開
発
行
為
の
着
手
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為

者
」
に
、
「
工
事
に
」
を
「
開
発
行
為
に
」
に
、
「
工
事
着
手
届
出
書
」
を
「
林
地
開
発
行
為
着
手
届
出

書
」
に
、
「
工
事
仕
様
書
」
を
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

‌�　

た
だ
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
林
地
開
発
許
可
申
請
書
又
は
林
地
開

発
変
更
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
添
付
し
た
当
該
書
類
を
重
ね
て
提
出
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

　

第
七
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

　

一　

開
発
行
為
仕
様
書

　

二　

開
発
行
為
に
係
る
計
画
工
程
表

　

三　

林
地
開
発
許
可
済
標
識
の
設
置
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
写
真

　

四‌�　

開
発
行
為
又
は
開
発
行
為
に
係
る
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
他
の
行
政
庁
の
免
許
、
許
可
、
認
可
そ
の

他
の
処
分
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　

五　

開
発
行
為
者
に
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　

六　

開
発
行
為
の
施
行
者
に
防
災
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　

七　

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
開
発
行
為
の
完
了
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
開
発
者
」
を
「
開

発
行
為
者
」
に
、
「
工
事
が
」
を
「
開
発
行
為
の
全
部
又
は
一
部
が
」
に
、
「
工
事
完
了
届
出
書
」
を
「
林

地
開
発
行
為
完
了
（
部
分
完
了
）
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
完
了
届
出
書
」
を
「
林
地
開
発
行

為
完
了
（
部
分
完
了
）
届
出
書
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

開
発
行
為
完
成
図
及
び
開
発
行
為
完
成
写
真

　

第
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
工
事
施
行
途
中
」
を
「
開
発
行
為
施
行
途
中
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
知
事
」
を
「
、
知
事
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
開
発
行
為
の
完
了
確
認
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
工
事
完
了
届
出
書
」
を
「
林

地
開
発
行
為
完
了
（
部
分
完
了
）
届
出
書
」
に
、
「
工
事
の
」
を
「
開
発
行
為
の
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
許
可
に
」
を
「
当
該
許
可
に
」
に
、
「
添
え

て
」
を
「
添
付
し
て
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
別
に
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
十
一
条
第
一
項
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
措
置
を
採
る
」
を
「
復
旧
措
置
又
は
応
急

措
置
を
講
じ
る
」
に
、
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
開
発

者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
復
旧
工
事
」
を
「
復
旧
措
置
又
は
応
急
措
置
」
に
、
「
災
害
復
旧
報
告

書
」
を
「
災
害
復
旧
（
応
急
）
措
置
報
告
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
林
地
開
発
行
為
中
止
届
出
書
」
を
「
林
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廃
止

開
発
行
為
（
中
止
・
廃
止
）
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
書
」
を
「
林
地
開
発
行
為
（
中
止

・
廃
止
）
届
出
書
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
保
安
に
関
す
る
計
画
書
」
を
「
保
安
及
び
災
害
防
止
等
に

関
す
る
計
画
書
又
は
実
績
書
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
前
号
に
規
定
す
る
計
画

書
又
は
実
績
書
の
ほ
か
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
開
発
行
為
」
の
下
に
「
に
係
る
地
位
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
開
発
者
」

を
「
開
発
行
為
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
あ
り
、
」
を
「
あ
つ
た
こ
と
」
に
、
「
開
発
者
」

を
「
開
発
行
為
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
工
期
遅
延
」
を
「
期
間
の
延
長
」
に
改
め
、
同
条
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行

為
者
」
に
、
「
工
期
を
遅
延
す
る
」
を
「
期
間
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
」
に
、
「
林
地
開
発
行
為
工
期
遅
延

届
出
書
」
を
「
林
地
開
発
行
為
期
間
延
長
届
出
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
異
動
」
を
「
変
更
」
に
改
め
、
同
条
中

「
開
発
者
」
を
「
開
発
行
為
者
」
に
、
「
異
動
が
」
を
「
変
更
が
」
に
、
「
開
発
者
住
所
異
動
届
出
書
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名

「
開
発
行
為
者
（
住
所
・
氏
名
）
変
更
届
出
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
十
条
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
「
前
項
の
」
を
削
り
、
「
二
部
」
を
「
三
部
」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
増
加
す
る
」
を
「
増
減
す
る
」
に
改
め
る
。

　

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）

　

第
一　

手
続
上
の
要
件
及
び
一
般
的
事
項
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一　

開
発
行
為
の
計
画
と
実
効
性

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
に
関
す
る
計
画
の
内
容
が
具
体
的
で
あ
り
、
許
可
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
申
請
に
係
る

開
発
行
為
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

二　

森
林
所
有
者
等
の
同
意

　
　
　

‌�　

開
発
対
象
区
域
に
つ
き
開
発
行
為
の
施
行
の
妨
げ
と
な
る
権
利
を
有
す
る
者
の
相
当
数
の
同
意
を

申
請
者
が
得
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

三　

他
法
令
に
係
る
許
認
可
等

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
又
は
開
発
行
為
に
係
る
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
他
の
行
政
庁
の
免
許
、
許
可
、
認
可
そ

の
他
の
処
分
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
処
分
等
が
な
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
又
は
当
該
申
請

に
係
る
申
請
の
状
況
の
確
認
が
で
き
る
こ
と
。

　
　

四　

開
発
行
為
に
必
要
な
信
用
及
び
資
力

　
　
　

‌�　

申
請
者
に
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
信
用
及
び
資
力
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
。

　
　

五　

開
発
区
域
の
面
積
の
規
模

　
　
　

‌�　

開
発
区
域
の
面
積
が
、
当
該
開
発
行
為
の
目
的
実
現
の
た
め
必
要
最
小
限
度
の
面
積
で
あ
る
こ
と

（
法
令
等
に
よ
つ
て
面
積
に
つ
き
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
参
酌
し
て
決
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
）
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

六　

全
体
計
画
と
の
関
連

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
の
計
画
が
大
規
模
で
あ
り
長
期
に
わ
た
る
も
の
の
一
部
に
つ
い
て
の
許
可
の
申
請
で
あ

る
場
合
に
は
、
全
体
計
画
と
の
関
連
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

七　

原
状
回
復
等
の
事
後
措
置

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
に
よ
り
森
林
を
他
の
土
地
利
用
に
一
時
的
に
供
す
る
場
合
に
は
、
利
用
後
に
お
け
る
原

状
回
復
等
の
事
後
措
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

八　

周
辺
の
地
域
の
森
林
施
業
へ
の
配
慮

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
が
周
辺
の
地
域
の
森
林
施
業
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
適
切
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

九　

周
辺
の
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
活
及
び
産
業
活
動
へ
の
配
慮

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
に
係
る
事
業
の
目
的
に
即
し
て
土
地
利
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
周
辺
の
地
域
に

お
け
る
住
民
の
生
活
及
び
産
業
活
動
に
相
当
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
切
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

第
二　

災
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
関
係
）

　
　

一　

土
砂
の
移
動
量

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
が
原
則
と
し
て
現
地
形
に
沿
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
及
び
開
発
行
為
に
よ
る
土
砂
の
移
動

量
が
必
要
最
小
限
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

二　

切
土
、
盛
土
又
は
捨
土

　
　
　

‌�　

切
土
、
盛
土
又
は
捨
土
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
工
法
が
法
面
の
安
定
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
及
び
捨
土
が
適
切
な
箇
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
並
び
に
切
土
、
盛
土
又
は
捨
土
を
行
つ
た
後
に
法

面
を
生
ず
る
と
き
は
そ
の
法
面
の
勾
配
が
地
質
、
土
質
及
び
法
面
の
高
さ
か
ら
み
て
崩
壊
の
お
そ
れ

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
小
段
又
は
排
水
施
設
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
適
切
に

講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

三　

法
面
崩
壊
防
止
の
措
置

　
　
　

‌�　

切
土
、
盛
土
又
は
捨
土
を
行
つ
た
後
の
法
面
の
勾
配
が
二
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
又
は
周
辺

の
土
地
利
用
の
実
態
か
ら
み
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
擁
壁
の
設
置
そ
の
他
の
法
面
崩
壊
防
止
の

措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

四　

法
面
保
護
の
措
置

　
　
　

‌�　

切
土
、
盛
土
又
は
捨
土
を
行
つ
た
後
の
法
面
が
雨
水
、
渓
流
等
に
よ
り
侵
食
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
法
面
保
護
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

五　

土
砂
流
出
防
止
の
措
置

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
に
伴
い
相
当
量
の
土
砂
が
流
出
す
る
等
の
下
流
地
域
に
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
区
域
が
事
業
区
域
（
開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
森
林
又
は
緑
地
そ
の
他
の
区
域
を
い
う
。
）
に

含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
開
発
行
為
に
先
行
し
て
十
分
な
容
量
及
び
構
造
を
有
す
る
え
ん
堤
等
の
設

置
、
森
林
の
残
置
等
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

六　

排
水
施
設

　
　
　

‌�　

雨
水
等
を
適
切
に
排
水
し
な
け
れ
ば
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
十
分
な
能
力

及
び
構
造
を
有
す
る
排
水
施
設
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

七　

洪
水
調
整
池
等
の
設
置
等

　
　
　

‌�　

下
流
の
流
下
能
力
を
超
え
る
水
量
が
排
水
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
洪
水
調
整
池
等
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
。

　
　

八　

静
砂
垣
等
の
設
置
等

　
　
　

‌�　

飛
砂
、
落
石
、
な
だ
れ
等
の
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
静
砂
垣
、
落
石
又
は

な
だ
れ
防
止
柵
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

九　

仮
設
防
災
施
設
の
設
置

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
の
施
行
に
当
た
つ
て
、
災
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
え
ん
堤
、
排
水
施
設
、
洪
水
調
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整
池
等
に
つ
い
て
仮
設
の
防
災
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
全
体
の
施
行
工
程
に
お
い
て
具
体
的
な

箇
所
及
び
施
行
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
仮
設
の
防
災
施
設
の
設
計
は
本
設
の
も
の
に
準

じ
て
行
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

十　

洪
水
調
整
池
等
の
維
持
管
理

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
の
完
了
後
に
お
い
て
も
、
整
備
し
た
排
水
施
設
、
洪
水
調
整
池
等
が
十
分
に
機
能
を
発

揮
で
き
る
よ
う
土
砂
の
撤
去
、
豪
雨
時
の
巡
視
等
の
完
了
後
の
維
持
管
理
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
。

　

第
三　

水
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
二
関
係
）

　
　

一　

洪
水
調
整
池
の
設
置
等

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
を
す
る
森
林
の
現
に
有
す
る
水
害
の
防
止
の
機
能
に
依
存
す
る
地
域
に
お
い
て
、
当
該

開
発
行
為
に
伴
い
増
加
す
る
ピ
ー
ク
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
水

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
洪
水
調
整
池
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

二　

仮
設
防
災
施
設
の
設
置
等

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
の
施
行
に
当
た
つ
て
、
水
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
洪
水
調
整
池
等
に
つ
い
て
仮
設

の
防
災
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
全
体
の
施
行
工
程
に
お
い
て
具
体
的
な
箇
所
及
び
施
行
時
期
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
仮
設
の
防
災
施
設
の
設
計
は
本
設
の
も
の
に
準
じ
て
行
う
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

三　

防
災
施
設
の
維
持
管
理

　
　
　

‌�　

開
発
行
為
の
完
了
後
に
お
い
て
も
、
整
備
し
た
洪
水
調
整
池
等
が
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
土
砂
の
撤
去
、
豪
雨
時
の
巡
視
等
の
完
了
後
の
維
持
管
理
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

第
四‌�　

水
の
確
保
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
二
号
関

係
）

　
　

一　

貯
水
池
等
の
設
置
等

　
　
　

‌�　

他
に
適
地
が
な
い
こ
と
等
に
よ
り
や
む
を
得
ず
飲
用
水
、
か
ん
が
い
用
水
等
の
水
源
と
し
て
依
存

し
て
い
る
森
林
を
開
発
行
為
の
対
象
と
す
る
場
合
で
、
周
辺
に
お
け
る
水
利
用
の
実
態
等
か
ら
み
て

必
要
な
水
量
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
貯
水
池
又
は
導
水
路
の
設
置
そ
の
他
の
措

置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

二　

沈
砂
池
の
設
置
等

　
　
　

‌�　

周
辺
に
お
け
る
水
利
用
の
実
態
等
か
ら
み
て
土
砂
の
流
出
に
よ
る
水
質
の
悪
化
を
防
止
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
沈
砂
池
の
設
置
、
森
林
の
残
置
そ
の
他
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

第
五　

環
境
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
三
号
関
係
）

　
　

一　

森
林
又
は
緑
地
の
残
置
又
は
造
成

　
　
　

‌�　

開
発
対
象
区
域
に
、
開
発
行
為
に
係
る
事
業
の
目
的
、
態
様
、
周
辺
に
お
け
る
土
地
利
用
の
実
態

等
に
応
じ
相
当
面
積
の
残
置
し
、
又
は
造
成
す
る
森
林
又
は
緑
地
（
以
下
「
残
置
森
林
等
」
と
い

う
。
）
の
配
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

二　

騒
音
、
粉
じ
ん
等
の
著
し
い
影
響
の
緩
和
、
風
害
等
か
ら
の
周
辺
の
植
生
の
保
全
等

　
　
　

‌�　

騒
音
、
粉
じ
ん
等
の
著
し
い
影
響
の
緩
和
、
風
害
等
か
ら
の
周
辺
の
植
生
の
保
全
等
の
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
開
発
対
象
区
域
内
の
適
切
な
箇
所
に
必
要
な
森
林
の
残
置
又
は
必
要
に
応
じ
た
造
成

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

三　

景
観
の
維
持

　
　
　

‌�　

景
観
の
維
持
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
特

に
市
街
地
、
主
要
道
路
等
か
ら
の
景
観
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
開
発
行
為
に
よ
り
生

ず
る
法
面
を
極
力
縮
少
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
法
面
の
緑
化
を
図
り
、
ま
た
開
発
行
為
に
係

る
事
業
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
施
設
の
周
辺
に
森
林
を
残
置
し
、
若
し
く
は
造
成
し
、
又
は
木
竹
を
植

栽
す
る
等
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　

四　

残
置
森
林
等
の
維
持
管
理

    　
　

残
置
森
林
等
が
善
良
に
維
持
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

第
六　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
す
る
開
発
行
為

　
　

‌�　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
す
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
に
掲
げ
た

基
準
に
加
え
、
別
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

　

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
1
号
様
式

(
第
5
条
関
係

)
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付
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目

的
 

4
 

開
発
行
為
の
期
間

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

許
可

条
件
 

 
次

に
定

め
る

条
件

に
違

反
し

た
場

合
は

、
こ

の
許

可
を

取
り

消
す

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

 
(
1
)
 

 
(
2
)
 

 
(
3
)
 

        

第
2
号
様
式

(
第
6
条
関
係

)
 

9
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
 

 

 

 
 

林
地

開
発

許
可

済
 

60センチメートル以上 

許
可

年
月

日
及

び
許

可
番

号
 

 
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 
大
分
県
指
令
 
第
 
 

号
 

開
 
 
発

行
為

者
 

住
所
 
 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
電
話
 
 
 
 
 
 
）
 

工
事

施
行

者
 

住
所
 
 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
電
話
 
 
 
 
 
 
）
 

現
場

管
理

者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
電
話
 
 
 
 
 
 
）
 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
所

在
場

所
 
 
 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
土

地
の

面
積
 
 

開
発

行
為

の
目

的
 
 
 

開
発

行
為

の
期

間
 

年
 
 
月
 
 
日
か
ら
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で
 

 
 

 
 

 
 

120センチメートル以上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
備
考
 
１
 
材
質
は
、
原
則
、
木
版
又
は
ト
タ
ン
板
と
し
、
表
面
は
白
地
と
す
る
こ
と
。
 

 
 

 
 

２
 

開
発

行
為

の
変

更
許

可
を

受
け

た
場

合
又

は
開

発
行

為
者

若
し

く
は

工
事

施
行

者
に

変
更

が
あ
つ
た
場
合
は
、
変
更
後
の
デ
ー
タ
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

      



令
和
五
年
七
月
十
一
日

六

大
分
県
報
（
規
則
）

第
3
号
様
式

(第
7条

関
係

) 

林
地

開
発

行
為

着
手

届
出

書
 

年
 
 
月

 
 
日
 

 
大
分
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
法

人
に

あ
つ

て
は

、
名

称
及

び
代

表
者

の
氏

名
 

 
開

発
行

為
に

着
手

し
た

の
で

、
大

分
県
林

地
開

発
許

可
制

度
実

施
規
則

第
7
条

の
規

定
に

よ
り

届
け
出

ま

す
。
 

 

許
可

年
月

日
及

び
許

可
番

号
 

年
 
 
 

月
 
 
 

日
大
分
県
指

令
 
第
 
 

 
号
 

 
 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
所

在
場

所
 
 
 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
土

地
の

面
積
 
 
 

開
発

行
為

の
目

的
 
 
 

開
発

行
為

着
手

年
月

日
 

年
 
 
月
 
 

日
 

工事施行者 

住
所
 
 
 

氏
名
 
 
 

連
絡

場
所
 

電
話
 
 

 
 

 
 

現場管理者 

住
所
 
 
 

氏
名
 
 
 

連
絡

場
所
 

電
話
 
 

 
 

 
 

 

添
付
書
類
 

１
 

開
発
行
為
仕
様
書
 

２
 

開
発
行
為
に
係
る
計
画
工
程
表
 

３
 

林
地
開
発
許
可
済
標
識
の
設
置
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
写
真
 

４
 

開
発
行
為
又
は
開
発
行
為
に
係
る
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
の
他
の
行
政
庁
の
免
許
、
許
可

、
認
 

 
 
 
可
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
 

５
 

開
発
行
為
者
に
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書

類
 

６
 

開
発
行
為
の
施
行
者
に
防
災
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書

類
 

注
 

添
付
書

類
４
か

ら
６
ま
で

の
書

類
を

添
付
し

て
林
地
開

発
許

可
申

請
書
又

は
林
地
開

発
変

更
許

可
申

請
書

を
提

出
し
た

と
き
は

、
こ

れ
に
添

付
し
た

当
該
書

類
を

重
ね
て

提
出
す

る
こ
と

を
要
し

な
い
。
 

第
4
号
様
式

(
第
8
条
関
係

)
 

林
地

開
発

行
為

完
了

（
部

分
完

了
）

届
出

書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
大
分
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
法

人
に

あ
つ

て
は

、
名

称
及

び
代

表
者

の
氏

名
 

 
 

 
開
発
行
為
(
 
 
年
 
 
月
 
 
日
大
分
県
指
令
 
第
 
 
 
 
号
)が

完
了
（
部
分
完
了
）
し
た
の
で

、

大
分
県
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
規
則
第
8
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。
 

 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
所

在
場

所
 
 
 

 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
土

地
の

面
積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

開
発

行
為

の
目

的
 
 
 

開
発

行
為

完
了
 

（
部

分
完

了
）

年
月

日
 

年
 
 
月
 
 
日
 

工事施行者

 

住
所
 
 
 

氏
名
 
 
 

 
添
付
書
類
 

１
 
開
発
行
為
完
成
図
及
び
開
発
行
為
完
成
写
真
 

２
 
 
開
発
行
為
施
行
途
中
に
お
け
る
記
録
写
真
 

            



令
和
五
年
七
月
十
一
日

七

大
分
県
報
（
規
則
）

第
8
号
様
式

(
第
1
2
条
関
係
)
 

林
地
開
発
行
為
 （

中
止
・
廃
止
）
 届

出
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
大
分
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 

法
人

に
あ

つ
て

は
、

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
 

 
 
 

 
年
 

月
 

日
付
け
大
分
県
指
令
 
第
 

号
で
許
可
さ
れ
た
林
地
開
発
行
為
を
（
中
止
・
 

廃
止
）
し
た
い
の
で
、
大
分
県
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
規
則
第
1
2
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。
 

 
開

発
行

為
に

係
る

 

森
林

の
所

在
場

所
 

 
 

 

開
発

行
為

に
係

る
 

森
林

の
土

地
の

面
積
 
 
 

開
発

行
為

の
目

的
 
 
 

開
発
行
為
の
中
止
 

又
は
廃
止
の
年
月
日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

開
発
行
為
の
中
止
 

又
は
廃
止
の
理
由
 

 
 

開
発

行
為

の
 

施
行

状
況

 
 
 

開
発

行
為

の
中

止
又

は
廃

止
に

伴
う

開
発

行
為

に
係

る
区

域
の

防
災
等
の
措
置
 

 
 

 

添
付
書
類
 

１
 
当
該
開
発
行
為
に
係
る
森
林
の
現
況
を
撮
影
し
た
写
真
 

２
 

開
発

行
為

を
中

止
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
当

該
土

地
の

保
安

及
び

災
害

防
止

等
に

関
す

る
計

画
書
又
は
実
績
書
 

３
 
開
発
行
為
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
号
に
規
定
す
る
計
画
書
又
は
実
績
書
の
ほ
か
、
廃

 
 
止
し
た
後
に
お
け
る
当
該
土
地
の
利
用
計
画
を
示
す
図
書
 

　

第
五
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
六
号
様
式
中

「復
旧

の
方

法

」
を

「復
旧

（応
急

）措
置

の
内

容

」
に
改
め
る
。

復
旧
完
了
予
定
年
月
日

復
旧

（応
急

）措
置

完
了
予
定
年
月
日

　

第
七
号
様
式
中
「災

害
復
旧
報
告
書

」
を
「災

害
復
旧

（応
急

）措
置
報
告
書

」
に
、「復

旧
を

」
を

「復
旧

（応
急

）措
置
を

」
に
、 「復

旧
の

内
容

」
を

「復
旧

（応
急

）措
置

の
内

容

」
に

復
旧
完
了
年
月
日

復
旧

（応
急

）措
置

完
了

年
月

日

改
め
る
。

　

第
八
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令
和
五
年
七
月
十
一
日

八

大
分
県
報
（
規
則
）

　

第
九
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

　

第
十
号
様
式
及
び
第
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
1
0
号
様
式
(
第
1
3
条
関
係
)
 

林
地
開
発
行
為
地
位
承
継
届
出
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
大
分
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

承
継
人
  

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名
 

 
法

人
に

あ
つ

て
は

、
名

称
及

び
代

表
者

の
氏

名
 

 

 
森

林
法

第
1
0
条

の
2
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

く
許

可
の

地
位

を
承

継
し

た
の

で
、

大
分

県
林

地
開

発
許

可

制
度
実
施
規
則
第
1
3
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。
 

 
開

発
行

為
者

の
住

所

及
び
氏
名
 

住
所
 

 
 

 

氏
名
 

 
 

開
発

行
為

に
係

る
森

林
の

所

在
場
所
 

 
 

開
発

行
為

に
係

る
森

林
の

土

地
の
面
積
 

 
 

開
発

行
為

の
目

的
 
 
 

許
可

年
月

日
及

び
許

可
番

号
 

年
 
 

月
 
 

日
大
分
県
指
令
 
第
 
 

号
 

承
継

の
理

由
 
 
 

承
継

年
月

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

添
付
書
類
 

１
 

開
発

行
為

に
係

る
事

業
の

譲
渡

若
し

く
は

相
続

が
あ

つ
た

こ
と

又
は

開
発

行
為

者
た

る
法

人
の

合
併
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
 

２
 
開
発
行
為
に
要
す
る
資
金
及
び
そ
の
調
達
方
法
に
関
す
る
書
類
 

  



令
和
五
年
七
月
十
一
日

九

大
分
県
報
（
規
則
・
告
示
）

第
1
1
号

様
式

(
第

1
4
条

関
係

)
 

林
地

開
発

行
為

期
間

延
長

届
出

書
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

大
分

県
知

事
 

 
 

 
殿

 

住
所

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
名

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

法
人

に
あ

つ
て

は
、

名
 

称
及

び
代

表
者

の
氏

名
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
付

け
指

令
 

 
第

 
 

 
号

で
許

可
さ

れ
た

開
発

行
為

の
期

間
を

延
長

し
た

い
の

で
、

大
分

県
林

地
開

発
許

可
制

度
実

施
規

則
第

1
4
条

の
規

定
に

よ
り

届
け

出
ま

す
。

 

開
発

行
為

の
目

的
 
 

 

開
発

行
為

に
係

る
森

林

の
所

在
場

所
 

 
 

進
捗

率
 
 

 

延
長

期
間

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

延
長

理
由

 
 

 

 

　

第
十
二
号
様
式
中
「開
発
者
住
所
異
動
届
出
書

」
を
「開

発
行
為
者

（住
所
・
氏
名

）変
更
届
出
書

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名

に
、「住

所
に
異
動

」
を
「（住

所
・
氏
名

）に
変
更

」
に
改
め
る
。

　
　

 氏
名

　
　
　

附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
さ
れ
た
開
発
行
為
の
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
号

　

大
分
県
林
地
開
発
許
可
審
査
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎

　
　
　

大
分
県
林
地
開
発
許
可
審
査
要
領

第
一　

趣
旨

　

‌�　

こ
の
要
領
は
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条

の
二
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
に
関
し
、
大
分
県
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
規
則
（
昭
和
五
十

年
大
分
県
規
則
第
二
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
要
件
に
係
る
審
査
基
準
そ
の
他
審

査
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二　

開
発
規
模
の
算
定
方
法

　

一‌�　

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
規
模
の
算
定

に
当
た
っ
て
は
、
隣
接
し
、
又
は
近
接
す
る
複
数
の
開
発
予
定
区
域
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
主
体
又
は

実
施
時
期
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
開
発
行
為
に
関
し
事
業
の
一
体
性
が
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
一
の
開
発
行
為
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

　

二‌�　

一
に
規
定
す
る
事
業
の
一
体
性
に
係
る
判
断
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め

る
場
合
を
目
安
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
体
性
の
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

１‌�　

実
施
主
体
の
一
体
性　

個
々
の
開
発
行
為
の
行
為
者
の
名
称
な
ど
の
外
形
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
開
発
行
為
を
行
う
会
社
間
の
資
本
又
は
雇
用
等
の
経
営
状
況
の
つ
な
が
り
、
開
発
後
の
運
営



令
和
五
年
七
月
十
一
日

一
〇

大
分
県
報
（
告
示
）

主
体
又
は
施
設
等
の
管
理
者
、
同
一
森
林
所
有
者
等
に
よ
る
計
画
性
等
か
ら
、
同
一
の
事
業
者
が
関

わ
る
開
発
行
為
と
捉
え
ら
れ
る
場
合

　
　

２‌�　

実
施
時
期
の
一
体
性　

時
期
の
重
複
又
は
連
続
が
あ
る
な
ど
個
々
の
開
発
行
為
の
実
施
時
期
（
発

電
設
備
の
場
合
は
、
個
々
の
設
備
の
整
備
時
期
又
は
送
電
網
へ
の
接
続
時
期
）
か
ら
み
て
一
連
と
捉

え
ら
れ
る
計
画
性
が
あ
る
場
合

　
　

３‌�　

実
施
箇
所
の
一
体
性　

個
々
の
開
発
行
為
で
必
要
な
工
事
用
道
路
、
排
水
施
設
等
の
設
備
が
共
用

さ
れ
て
い
る
場
合
（
共
用
を
前
提
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

局
所
的
な
集
水
区
域
内
で
排
水
系
統
が
同
じ
場
合

第
三　

審
査
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
等　

　

一‌�　

法
第
十
条
の
二
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
森
林
の
機
能
を
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
判
断
す

る
場
合
は
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
が
、
森
林
資
源
の
整
備
充
実
を
通
じ
て
、
よ
り
高
度
に
発
揮
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

　

二‌�　

開
発
行
為
の
許
可
申
請
前
に
住
民
説
明
会
の
実
施
等
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
、
例
え
ば
、
住
民
説
明
会
に
お
い
て
は
、
開
発
中
及
び
開
発
後
の
事
業
期
間

中
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
の
十
分
な
話
合
い
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

　

三‌�　

規
則
別
表
第
一
第
八
号
に
規
定
す
る
「
周
辺
の
地
域
の
森
林
施
業
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
な
い
よ
う
に
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
例
え
ば
、
開
発

行
為
に
よ
り
道
路
が
分
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
代
替
道
路
の
設
置
計
画
が
明
ら
か
で
あ
り
、
開
発
行
為

の
対
象
箇
所
の
奥
地
に
お
け
る
森
林
施
業
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。

　

四‌�　

規
則
別
表
第
一
第
九
号
に
規
定
す
る
「
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
活
及
び
産
業
活
動
に
相
当

の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
」
と
は
、
例
え
ば
、
開
発
行
為
に
係
る
事
業
の
実
施
に
伴
い
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
申
請
者
と
関
係
市
町
村
又
は
自
治
会
、
町
内
会
等
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
縁
に
よ
る
団
体
と
の
環
境
の

保
全
に
関
す
る
協
定
の
締
結
等
に
よ
り
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

第
四　

手
続
上
の
要
件
及
び
一
般
的
事
項

　

‌�　

規
則
別
表
第
一
に
掲
げ
る
手
続
上
の
要
件
及
び
一
般
的
事
項
に
係
る
審
査
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

　
　

１‌�　

規
則
別
表
第
一
第
二
号
に
規
定
す
る
「
相
当
数
の
同
意
を
申
請
者
が
得
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
」
と
は
、
開
発
行
為
に
係
る
森
林
に
つ
き
開
発
行
為
の
妨
げ
と
な
る
権
利
を
有
す
る
全
て

の
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
て
お
り
、
そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
も
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

２‌�　

規
則
別
表
第
一
第
四
号
に
規
定
す
る
「
申
請
者
に
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
信
用
及
び
資

力
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
防
災
施
設
の
整
備
に
必
要
な
資
金
の
手
当
て
が
可

能
で
あ
る
こ
と
及
び
事
業
体
と
し
て
の
信
用
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

３‌�　

規
則
別
表
第
一
第
七
号
に
規
定
す
る
「
原
状
回
復
等
の
事
後
措
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
開
発
行
為
が
行
わ
れ
る
以
前
の
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
造
林

の
実
施
等
を
含
め
従
前
の
効
用
を
回
復
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

第
五　

災
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項

　

‌�　

規
則
別
表
第
二
に
掲
げ
る
災
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
に
係
る
審
査
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

　
　

１‌�　

規
則
別
表
第
二
第
一
号
に
規
定
す
る
「
開
発
行
為
が
原
則
と
し
て
現
地
形
に
沿
つ
て
行
わ
れ
る
こ

と
及
び
開
発
行
為
に
よ
る
土
砂
の
移
動
量
が
必
要
最
小
限
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
」

と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

イ　

開
発
行
為
の
目
的
が
ス
キ
ー
場
の
造
成
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

ス
キ
ー
場
の
滑
走
コ
ー
ス
の
造
成
は
、
そ
の
利
用
形
態
か
ら
み
て
土
砂
の
移
動
が
周
辺
に
及

ぼ
す
影
響
が
比
較
的
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
造
成
に
係
る
切
土
量
は
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
お
お
む
ね
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

滑
走
コ
ー
ス
は
、
傾
斜
地
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
切
土
を
行
う
区
域
は
ス
キ

ー
ヤ
ー
の
安
全
性
の
確
保
等
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
土
砂
の

移
動
量
を
極
力
縮
減
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

ロ‌�　

開
発
行
為
の
目
的
が
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
で
あ
る
場
合
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
に
係
る
切
土
量
及

び
盛
土
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
ホ
ー
ル
当
た
り
お
お
む
ね
二
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ

と
。

　
　

２‌�　

規
則
別
表
第
二
第
二
号
に
適
合
す
る
か
否
か
の
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

イ　

工
法
等
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴　

切
土
は
、
原
則
と
し
て
階
段
状
に
行
う
等
法
面
の
安
定
が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

盛
土
は
、
必
要
に
応
じ
て
水
平
層
に
し
て
順
次
盛
り
上
げ
、
十
分
締
固
め
が
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑶‌�　

土
石
の
落
下
に
よ
る
下
方
斜
面
等
の
荒
廃
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
柵
工
の
実

施
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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⑷‌�　

大
規
模
な
切
土
又
は
盛
土
を
行
う
場
合
に
は
、
融
雪
、
豪
雨
等
に
よ
り
災
害
が
生
ず
る
お
そ

れ
の
な
い
よ
う
に
工
事
時
期
、
工
法
等
に
つ
い
て
適
切
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ロ　

切
土
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

法
面
の
勾
配
は
、
地
質
、
土
質
、
切
土
高
、
気
象
及
び
近
傍
に
あ
る
既
往
の
法
面
の
状
態
等

を
勘
案
し
て
、
現
地
に
適
合
し
た
安
定
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

土
砂
の
切
土
高
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
な
い

し
十
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
小
段
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
排
水
施
設
が
設
置
さ
れ
る

等
崩
壊
防
止
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑶‌�　

切
土
を
行
っ
た
後
の
地
盤
に
滑
り
や
す
い
土
質
の
層
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
盤
に
滑
り

が
生
じ
な
い
よ
う
に
杭
打
ち
そ
の
他
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ハ　

盛
土
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

法
面
の
勾
配
は
、
盛
土
材
料
、
盛
土
高
、
地
形
、
気
象
及
び
近
傍
に
あ
る
既
往
の
法
面
の
状

態
等
を
勘
案
し
て
、
現
地
に
適
合
し
た
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
盛
土
高
が
お
お
む
ね
一
・

五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、
勾
配
が
三
十
五
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

一
層
の
仕
上
が
り
厚
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
、
そ
の
層
ご
と
に
締
固
め
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
又
は
地
下
水
を
排
除
す
る
た
め
の

排
水
施
設
の
設
置
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑶‌�　

盛
土
高
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
五
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
小
段
が
設
置

さ
れ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
排
水
施
設
が
設
置
さ
れ
る
等
崩
壊
防
止
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑷‌�　

盛
土
が
滑
り
、
緩
み
、
沈
下
し
、
又
は
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
盛
土
を
行
う

前
の
地
盤
の
段
切
り
、
地
盤
の
土
の
入
替
え
、
埋
設
工
の
施
工
、
排
水
施
設
の
設
置
等
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ニ　

捨
土
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

捨
土
は
、
土
捨
場
を
設
置
し
、
土
砂
の
流
出
防
止
措
置
を
講
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
土
捨
場
の
位
置
は
、
急
傾
斜
地
、
湧
水
の
生
じ
て
い
る
箇
所
等
を
避

け
、
人
家
又
は
公
共
施
設
と
の
位
置
関
係
を
考
慮
の
上
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

法
面
の
勾
配
の
設
定
、
締
固
め
の
方
法
、
小
段
の
設
置
、
排
水
施
設
の
設
置
等
は
、
盛
土
に

準
じ
て
行
わ
れ
、
土
砂
の
流
出
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

３‌�　

規
則
別
表
第
二
第
三
号
に
規
定
す
る
「
周
辺
の
土
地
利
用
の
実
態
か
ら
み
て
必
要
が
あ
る
場
合
」

と
は
、
開
発
区
域
が
住
宅
又
は
公
共
施
設
に
近
接
し
、
か
つ
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
場
合
を

い
う
。
た
だ
し
、
土
質
試
験
等
に
基
づ
き
地
盤
の
安
定
計
算
を
行
い
、
法
面
の
安
定
を
保
つ
た
め
に

擁
壁
等
の
設
置
が
必
要
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　

イ‌�　

切
土
に
よ
り
生
ず
る
法
面
の
勾
配
が
三
十
度
よ
り
急
で
、
か
つ
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
場
合
。
た
だ
し
、
硬
岩
盤
で
あ
る
場
合
又
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

　
　
　
　

⑴‌�　

土
質
が
次
の
表
の
土
質
の
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
し
、
か
つ
、
土
質
に
応
じ
た
法
面
の

勾
配
が
同
表
の
擁
壁
等
を
要
し
な
い
勾
配
の
上
限
の
欄
に
掲
げ
る
角
度
以
下
の
も
の

　
　
　
　

⑵‌�　

土
質
が
次
の
表
の
土
質
の
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
し
、
か
つ
、
土
質
に
応
じ
た
法
面
の

勾
配
が
同
表
の
擁
壁
等
を
要
し
な
い
勾
配
の
上
限
の
欄
に
掲
げ
る
角
度
を
超
え
、
同
表
の
擁

壁
等
を
要
す
る
勾
配
の
下
限
の
欄
に
掲
げ
る
角
度
以
下
の
も
の
で
、
そ
の
高
さ
が
五
メ
ー
ト

ル
以
下
の
も
の
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
⑴
に
該
当
す
る
法
面
の
部
分
に
よ
り
上
下
に
分
離

さ
れ
た
法
面
が
あ
る
と
き
は
、
⑴
に
該
当
す
る
法
面
の
部
分
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
上
下
の
法
面

は
連
続
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

土　

質

擁
壁
等
を
要
し
な
い
勾
配

の
上
限

擁
壁
等
を
要
す
る
勾

配
の
下
限

軟
岩
（
風
化
の
著
し
い
も
の
を
除
く
。）

六
○
度

八
○
度

風
化
の
著
し
い
岩

四
○
度

五
○
度

砂
利
、
真
砂
土
、
硬
質
粘
土
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
も
の

三
五
度

四
五
度

　
　
　

ロ‌�　

盛
土
に
よ
り
生
ず
る
法
面
の
勾
配
が
三
十
度
よ
り
急
で
、
か
つ
、
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
場
合

　
　

４‌�　

規
則
別
表
第
二
第
三
号
に
規
定
す
る
周
辺
の
土
地
利
用
の
実
態
か
ら
み
て
必
要
が
あ
る
場
合
に

設
置
す
べ
き
擁
壁
の
構
造
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

イ‌�　

土
圧
、
水
圧
及
び
自
重
（
以
下
「
土
圧
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
擁
壁
が
破
壊
さ
れ
な
い

こ
と
。

　
　
　

ロ‌�　

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
転
倒
し
な
い
こ
と
。
こ
の
場
合
、
安
全
率
は
一
・
五
以
上
で
あ
る

こ
と
。

　
　
　

ハ‌�　

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
滑
動
し
な
い
こ
と
。
こ
の
場
合
、
安
全
率
は
一
・
五
以
上
で
あ
る

こ
と
。

　
　
　

ニ　

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
沈
下
し
な
い
こ
と
。

　
　
　

ホ‌�　

擁
壁
に
は
、
そ
の
裏
面
の
排
水
を
良
く
す
る
た
め
、
適
正
な
水
抜
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
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５　

規
則
別
表
第
二
第
四
号
に
規
定
す
る
法
面
保
護
の
措
置
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

イ‌�　

植
生
に
よ
る
保
護
（
実
播
工
、
伏
工
、
筋
工
、
植
栽
工
等
）
を
原
則
と
し
、
植
生
に
よ
る
保

護
が
適
さ
な
い
場
合
又
は
植
生
に
よ
る
保
護
だ
け
で
は
法
面
の
侵
食
を
防
止
で
き
な
い
場
合
に

は
、
人
工
材
料
に
よ
る
適
切
な
保
護
（
吹
付
工
、
張
工
、
法
枠
工
、
柵
工
、
網
工
等
）
を
行

い
、
工
種
は
、
土
質
、
気
象
条
件
等
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
、
適
期
に
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

　
　
　

ロ‌�　

表
面
水
、
湧
水
、
渓
流
等
に
よ
り
法
面
が
侵
食
さ
れ
又
は
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
排
水
施
設
又
は
擁
壁
の
設
置
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

お
け
る
擁
壁
の
構
造
は
４
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

６‌�　

規
則
別
表
第
二
第
五
号
に
規
定
す
る
え
ん
堤
等
の
設
置
は
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

イ‌�　

え
ん
堤
等
の
容
量
は
、
次
の
⑴
及
び
⑵
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
開
発
区
域
か
ら
の
流
出

土
砂
量
を
貯
砂
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

開
発
行
為
の
施
行
期
間
中
に
お
け
る
流
出
土
砂
量
は
、
開
発
区
域
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

一
年
間
に
、
特
に
目
立
っ
た
表
面
侵
食
の
お
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
場
合
で
は
二
百
立
方
メ
ー

ト
ル
、
脆ぜ

い

弱
な
土
壌
で
全
面
的
に
侵
食
の
お
そ
れ
が
高
い
場
合
で
は
六
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、

そ
れ
以
外
の
場
合
で
は
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
な
ど
、
地
形
、
地
質
、
気
象
等
を
考
慮

の
上
適
切
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

開
発
行
為
の
終
了
後
に
お
い
て
、
地
形
、
地
被
状
態
等
か
ら
み
て
、
地
表
が
安
定
す
る
ま

で
の
期
間
に
相
当
量
の
土
砂
の
流
出
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
流
出
土
砂
量
を
別
途
積
算

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

ロ　

え
ん
堤
等
の
設
置
箇
所
は
、
極
力
土
砂
の
流
出
地
点
に
近
接
し
た
位
置
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

ハ‌�　

え
ん
堤
等
の
構
造
は
、
治
山
技
術
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
三
日
付
け
四
十
六
林
野
治

第
六
百
四
十
八
号
林
野
庁
長
官
通
知
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

ニ‌�　

規
則
別
表
第
二
第
五
号
に
規
定
す
る
「
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
」
と
は
、
次

の
表
の
区
域
の
名
称
欄
に
掲
げ
る
区
域
を
含
む
土
地
の
範
囲
と
し
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
特
性
を
踏
ま
え
、
次
の
⑴
及
び
⑵
の
規
定
を
目
安
に
現
地
の
荒
廃
状
況
に
応
じ
て

整
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
同
表
の
区
域
の
名
称
欄
に
掲
げ
る
区
域
以
外
で
あ
っ
て

も
、
同
様
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
「
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
」
に

含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

⑴‌�　

山
腹
崩
壊
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
及
び
地
す
べ
り
に
関
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
。
以
下
「
土
砂
災
害
防
止
法
」
と
い
う
。
）
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
考
え
方
を

基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

土
石
流
に
関
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
土
石
流
の
発
生
の
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
渓
流
を

含
む
流
域
全
体
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
土
石
流
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
地
形
の
状
況
に
よ
り
明
ら
か
に
土
石
流
が
到
達
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
の
区

域
を
除
く
。

区
域
の
名
称

根
拠
と
す
る
法
令
等

砂
防
指
定
地

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）

地
す
べ
り
防
止
区
域

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
防
止
法

災
害
危
険
区
域

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

山
腹
崩
壊
危
険
地
区

地
す
べ
り
危
険
地
区

崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区

山
地
災
害
危
険
地
区
調
査
要
領
（
平
成
十
八
年
七
月
三
日
付
け

十
八
林
整
治
第
五
百
二
十
号
林
野
庁
長
官
通
知
）

　
　

７　

規
則
別
表
第
二
第
六
号
に
規
定
す
る
排
水
施
設
の
能
力
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

イ‌�　

排
水
施
設
の
断
面
は
、
計
画
流
量
の
排
水
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
余
裕
を
持
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
計
画
流
量
は
、
次
の
⑴
及
び
⑵
に
よ
り
、
流
量
は
原
則
と
し
て
マ
ニ
ン

グ
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

排
水
施
設
の
計
画
に
用
い
る
雨
水
流
出
量
は
、
原
則
と
し
て
次
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
降
雨
量
と
流
出
量
の
関
係
が
別
途
高
い
精
度
で
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
単
位
図
法
等
に
よ
っ
て
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　

Ｑ

＝１
／
３
６
０

・f

・r

・A
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ

：雨
水
流
出
量

（㎥
/sec

）

　
　
　
　
　
　
　

ｆ

：流
出
係
数

　
　
　
　
　
　
　

ｒ

：設
計
雨
量
強
度

（m
m

/hour

）

　
　
　
　
　
　
　

Ａ

：集
水
区
域
面
積

（ha)

　
　
　
　

⑵　

前
式
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
ａ
か
ら
ｃ
ま
で
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ａ‌�　

流
出
係
数
は
、
次
の
表
を
参
考
に
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
浸
透
能
は
、
地
形
、
地

質
土
壌
等
の
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
表
の
区
分
の
適
用
に
つ
い
て
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は
、
お
お
む
ね
、
山
岳
地
は
浸
透
能
小
、
丘
陵
地
は
浸
透
能
中
、
平
地
は
浸
透
能
大
と
す
る

こ
と
。

地
表
状
態
区
分

浸
透
能　

小

浸
透
能　

中

浸
透
能　

大

林　

地

〇
・
六
～
〇
・
七

〇
・
五
～
〇
・
六

〇
・
三
～
〇
・
五

草　

地

〇
・
七
～
〇
・
八

〇
・
六
～
〇
・
七

〇
・
四
～
〇
・
六

耕　

地

―

〇
・
七
～
〇
・
八

〇
・
五
～
〇
・
七

裸　

地

一
・
〇

〇
・
九
～
一
・
〇

〇
・
八
～
〇
・
九

　
　
　
　
　

ｂ‌�　

設
計
雨
量
強
度
は
、
ｃ
に
よ
る
単
位
時
間
内
の
十
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
人
家
等
の
人
命
に
関
わ
る
保
全
対
象
が
事
業
区
域
（
開
発
行
為

を
し
よ
う
と
す
る
森
林
又
は
緑
地
そ
の
他
の
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
に
隣
接
し
て
い
る

場
合
な
ど
排
水
施
設
の
周
囲
に
い
っ
水
し
た
際
に
保
全
対
象
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
事
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
二
十
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
を
用
い
る
ほ
か
、

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
ロ
又
は
土
砂
災

害
防
止
法
第
八
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
災
害
発
生
時
の
避

難
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
重
要
な
保
全
対
象
が
あ
る
場
合
は
、
三
十
年
確
率

で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
を
用
い
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
ｃ‌�　

単
位
時
間
は
、
到
達
時
間
を
勘
案
し
て
定
め
た
次
の
表
を
参
考
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

流　

域　

面　

積

単　

位　

時　

間

五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

一
○
分

一
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

二
○
分

五
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

三
○
分

　
　
　

ロ‌�　

雨
水
の
ほ
か
土
砂
の
流
入
が
見
込
ま
れ
る
場
合
又
は
排
水
施
設
の
設
置
箇
所
か
ら
み
て
い
っ
水

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
排
水
施
設
の
断
面
は
必
要
に
応
じ
て
イ
に
定
め
る
も

の
よ
り
一
定
程
度
大
き
く
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ハ‌�　

洪
水
調
整
池
の
下
流
に
位
置
す
る
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
洪
水
調
整
池
か
ら
の
許
容
放
流
量

を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
断
面
と
す
る
こ
と
。

　
　

８　

規
則
別
表
第
二
第
六
号
に
規
定
す
る
排
水
施
設
の
構
造
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

イ‌�　

排
水
施
設
は
、
立
地
条
件
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
目
的
及
び
必
要
性
に
応
じ
た
堅
固
で
耐
久
性

を
有
す
る
構
造
で
あ
り
、
漏
水
が
最
小
限
度
と
な
る
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ロ‌�　

排
水
施
設
の
う
ち
暗
渠
で
あ
る
構
造
の
部
分
に
は
、
維
持
管
理
上
必
要
な
ま・
す・
又
は
マ
ン
ホ
ー

ル
の
設
置
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ハ‌�　

放
流
に
よ
っ
て
地
盤
が
洗
掘
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
水
た
た
き
の
設
置
そ
の
他
の

措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

ニ‌�　

排
水
施
設
は
、
排
水
量
が
少
な
く
土
砂
の
流
出
又
は
崩
壊
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合

を
除
き
、
排
水
を
河
川
等
又
は
他
の
排
水
施
設
等
ま
で
導
く
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ

の
場
合
、
当
該
河
川
等
又
は
当
該
施
設
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
特

に
、
他
の
排
水
施
設
等
を
経
由
し
て
河
川
等
に
排
水
を
導
く
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
管
理
者
の

同
意
に
加
え
、
当
該
施
設
が
接
続
す
る
下
流
の
河
川
等
に
お
い
て
安
全
に
流
下
で
き
る
よ
う
併
せ

て
当
該
河
川
等
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

９‌�　

規
則
別
表
第
二
第
七
号
に
規
定
す
る
洪
水
調
整
池
等
を
設
置
す
る
場
合
は
、
河
川
等
の
管
理
者
と

協
議
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
こ
と
。
な
お
、
特
に
指
示
が
な
い
場
合
は
、
次
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

　
　
　

イ‌�　

洪
水
調
節
容
量
は
、
下
流
に
お
け
る
流
下
能
力
を
考
慮
の
上
、
三
十
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨

量
強
度
に
お
け
る
開
発
中
及
び
開
発
後
の
ピ
ー
ク
流
量
を
開
発
前
の
ピ
ー
ク
流
量
以
下
に
ま
で
調

節
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
排
水
を
導
く
河
川
等
の
管
理
者
と
の
協

議
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
五
十
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
に
お
け
る

開
発
中
及
び
開
発
後
の
ピ
ー
ク
流
量
を
開
発
前
の
ピ
ー
ク
流
量
以
下
ま
で
に
調
節
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

ロ‌�　

開
発
行
為
の
施
行
期
間
中
に
お
け
る
洪
水
調
整
池
の
堆
砂
量
を
見
込
む
場
合
は
、
開
発
区
域
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
年
間
に
、
特
に
目
立
っ
た
表
面
侵
食
の
お
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
と
き
に
は

二
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
脆
弱
な
土
壌
で
全
面
的
に
侵
食
の
お
そ
れ
が
高
い
と
き
に
は
六
百
立
方
メ

ー
ト
ル
、
そ
れ
以
外
の
と
き
に
は
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
な
ど
、
流
域
の
地
形
、
地
質
、
土

地
利
用
の
状
況
、
気
象
等
に
応
じ
て
必
要
な
堆
砂
量
と
す
る
こ
と
。

　
　
　

ハ‌�　

イ
に
規
定
す
る
「
下
流
に
お
け
る
流
下
能
力
を
考
慮
の
上
」
と
は
、
開
発
行
為
の
施
行
前
に
お

い
て
既
に
三
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
に
お
け
る
ピ
ー
ク
流
量
が
下
流
に
お
け
る
流
下
能

力
を
超
え
る
か
否
か
を
調
査
の
上
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
こ
の
流
下
能
力
を
超
え
る
流
量
も
調
節
で

き
る
容
量
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
　

ニ‌�　

余
水
吐
の
能
力
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
に
あ
っ
て
は
二
百
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度

に
お
け
る
ピ
ー
ク
流
量
の
一
・
二
倍
以
上
、
フ
ィ
ル
ダ
ム
に
あ
っ
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
余

水
吐
の
能
力
の
一
・
二
倍
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
二
百
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
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量
強
度
を
用
い
る
こ
と
が
計
算
技
法
上
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
分
の
間
、

百
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
の
一
・
二
倍
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

ホ‌�　

洪
水
調
節
の
方
式
は
、
原
則
と
し
て
自
然
放
流
方
式
で
あ
る
こ
と
。
や
む
を
得
ず
浸
透
型
施
設

と
し
て
整
備
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
尾
根
部
及
び
現
地
形
が
傾
斜
地
で
あ
る
箇
所
、
地
す
べ
り

地
形
で
あ
る
箇
所
並
び
に
盛
土
を
行
っ
た
箇
所
等
浸
透
し
た
雨
水
が
土
砂
の
流
出
・
崩
壊
を
助
長

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
は
設
置
し
な
い
こ
と
。

　
　
　

ヘ‌�　

他
の
排
水
施
設
等
を
経
由
し
て
河
川
等
に
排
水
を
導
く
場
合
で
あ
っ
て
、
洪
水
調
整
池
を
設
置

す
る
よ
り
も
他
の
排
水
施
設
等
の
断
面
を
拡
大
す
る
こ
と
が
効
率
的
な
と
き
に
は
、
当
該
排
水
施

設
等
の
管
理
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
開
発
者
の
負
担
で
当
該
排
水
施
設
等
の
断
面
を
大
き
く
す

る
こ
と
を
も
っ
て
洪
水
調
整
池
の
設
置
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

ト‌�　

第
六
の
規
定
に
基
づ
く
洪
水
調
整
池
等
の
設
置
を
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
、
同
時
に
９

及
び
第
六
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
設
置
す
る
こ
と
。

　
　
　

チ‌�　

排
水
施
設
の
断
面
、
洪
水
調
節
容
量
及
び
余
水
吐
の
能
力
の
設
計
に
適
用
す
る
雨
量
強
度
に
つ

い
て
は
、
７
及
び
９
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
開
発
行
為
を
行
う
流
域
の
河
川
整

備
基
本
方
針
に
お
い
て
、
降
雨
量
の
設
定
に
当
た
っ
て
、
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
降
雨
量
変
化
倍

率
を
採
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
適
用
す
る
雨
量
強
度
に
当
該
降
雨
量
変
化
倍
率
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
六　

水
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項

　
　

規
則
別
表
第
三
第
一
号
に
規
定
す
る
洪
水
調
整
池
等
を
設
置
す
る
場
合
は
、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

１‌�　

洪
水
調
節
容
量
は
、
当
該
開
発
行
為
を
す
る
森
林
の
下
流
に
お
い
て
当
該
開
発
行
為
に
伴
い
ピ
ー

ク
流
量
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
下
流
に
お
い
て
ピ
ー
ク
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
地
点
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
当
該
地
点
で
の
三
十
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
及
び

当
該
地
点
に
お
い
て
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ピ
ー
ク
流
量
に
対
応
す
る
雨
量
強
度
に
お

け
る
開
発
中
及
び
開
発
後
の
ピ
ー
ク
流
量
を
開
発
前
の
ピ
ー
ク
流
量
以
下
ま
で
に
調
節
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
排
水
を
導
く
河
川
等
の
管
理
者
と
の
協
議
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
五
十
年
確
率
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
に
お
け
る
開
発
中
及
び
開
発
後
の
ピ
ー
ク
流
量

を
開
発
前
の
ピ
ー
ク
流
量
以
下
に
ま
で
調
節
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
開
発
行
為
の
施
行

期
間
中
に
お
け
る
洪
水
調
整
池
の
堆
砂
量
を
見
込
む
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
五
の
９
の
ロ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
点
が
生
じ
な
い
場
合
に
は
、
第

五
の
９
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

２‌�　

当
該
開
発
行
為
に
伴
い
ピ
ー
ク
流
量
が
増
加
す
る
か
否
か
の
判
断
は
、
当
該
下
流
の
う
ち
当
該
開

発
行
為
に
伴
う
ピ
ー
ク
流
量
の
増
加
率
が
原
則
と
し
て
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
範
囲
内
と
し
、
１
に

規
定
す
る
「
ピ
ー
ク
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
点
」
と
は
、
当
該
開
発
行
為

を
す
る
森
林
の
下
流
の
流
下
能
力
か
ら
し
て
、
三
十
年
確
率
（
排
水
を
導
く
河
川
等
の
管
理
者
と
の

協
議
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
五
十
年
確
率
）
で
想
定
さ
れ
る
雨
量
強
度
に
お
け
る

ピ
ー
ク
流
量
を
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
点
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
、
当
該
開
発
行
為
に
よ

る
影
響
を
最
も
強
く
受
け
る
地
点
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
地
点
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
地

点
の
河
川
等
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

３　

余
水
吐
の
能
力
は
、
第
五
の
９
の
ニ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

４　

洪
水
調
節
の
方
式
は
、
第
五
の
９
の
ホ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

５‌�　

他
の
排
水
施
設
等
を
経
由
し
て
河
川
等
に
排
水
を
導
く
場
合
で
あ
っ
て
、
洪
水
調
整
池
を
設
置
す

る
よ
り
も
当
該
排
水
施
設
等
の
断
面
を
拡
大
す
る
こ
と
が
効
率
的
な
と
き
に
は
、
当
該
排
水
施
設
等

の
管
理
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
開
発
者
の
負
担
で
当
該
排
水
施
設
等
の
断
面
を
大
き
く
す
る
こ
と

を
も
っ
て
洪
水
調
整
池
の
設
置
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

６‌�　

第
五
の
９
の
規
定
に
基
づ
く
洪
水
調
整
池
等
の
設
置
を
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
、
同
時
に

第
五
の
９
及
び
第
六
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
設
置
す
る
こ
と
。

　
　

７‌�　

洪
水
調
節
容
量
及
び
余
水
吐
の
能
力
の
設
計
に
適
用
す
る
雨
量
強
度
に
つ
い
て
は
、
１
及
び
２
の

規
定
に
よ
る
ほ
か
、
開
発
行
為
を
行
う
流
域
の
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
い
て
、
降
雨
量
の
設
定
に

当
た
っ
て
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
地
域
区
分
ご
と
の
降
雨
量
変
化
倍
率
を
採
用
し
て
い
る
場
合
に

は
、
洪
水
調
節
容
量
の
計
算
に
当
該
降
雨
量
変
化
倍
率
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七　

水
の
確
保
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項

　

‌�　

規
則
別
表
第
四
第
一
号
に
規
定
す
る
「
貯
水
池
又
は
導
水
路
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
水
源
に
係
る
河
川
管
理
者
等
の
同
意
を
得
て
い
る
等
水
源
地

域
に
お
け
る
水
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

第
八　

環
境
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項

　
‌�　

規
則
別
表
第
五
第
一
号
に
規
定
す
る
「
相
当
面
積
の
残
置
し
、
又
は
造
成
す
る
森
林
又
は
緑
地
の
配
置

が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

１‌�　

森
林
又
は
緑
地
を
現
況
の
ま
ま
保
全
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
止
む
を
得
ず
一
時
的
に
土
地
の
形

質
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
可
及
的
速
や
か
に
伐
採
前
の
植
生
回
復
を
図
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
森
林
又
は
緑
地
が
造
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

２‌�　

森
林
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
森
林
を
残
置
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
極
力
基
準
を
上
回
る
林
帯
幅

で
適
正
に
配
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
森
林
の
造
成
は
、
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
限
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

３‌�　

１
及
び
２
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
残
置
し
、
又
は
造
成
す
る
森
林
又
は
緑
地
（
以
下
「
残
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置
森
林
等
」
と
い
う
。
）
の
面
積
の
事
業
区
域
内
の
森
林
面
積
に
対
す
る
割
合
等
は
、
次
の
表
に

よ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
残
置
森
林
等
は
、
同
表
の
森
林
の
配
置
等
の
欄
の
規
定
に
よ
り
開
発

行
為
の
規
模
及
び
地
形
に
応
じ
て
、
事
業
区
域
内
の
周
辺
部
及
び
施
設
等
の
間
に
適
切
に
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
同
表
の
開
発
行
為
の
目
的
の
欄
に
掲
げ
る
以
外
の
開
発
行
為
の
目
的
に

つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
、
態
様
、
社
会
的
経
済
的
必
要
性
、
対
象
と
な
る
土
地
の
自
然
的
条
件
等

に
応
じ
、
同
表
に
準
じ
て
適
切
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

開
発
行
為
の
目

的

事
業
区
域
内
に
お
け
る
残

置
森
林
等
の
割
合

森
林
の
配
置
等

別
荘
地
の
造
成
森
林
率
は
お
お
む
ね
六
○

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す

る
。

一‌�　

原
則
と
し
て
周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー

ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す

る
。

二‌�　

一
区
画
の
面
積
は
お
お
む
ね
一
、
○
○
○
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
建
物
敷
等
の
面
積
は
そ
の

お
お
む
ね
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。

ス
キ
ー
場
の
造

成

森
林
率
は
お
お
む
ね
六
○

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す

る
。

一‌�　

原
則
と
し
て
周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー

ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す

る
。

二‌�　

滑
走
コ
ー
ス
の
幅
は
お
お
む
ね
五
○
メ
ー
ト
ル

以
下
と
し
、
複
数
の
滑
走
コ
ー
ス
を
並
列
し
て
設

置
す
る
場
合
は
そ
の
間
の
中
央
部
に
幅
お
お
む
ね

一
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
を
配
置
す
る
。

三‌�　

滑
走
コ
ー
ス
の
上
、
下
部
に
設
け
る
ゲ
レ
ン
デ

等
は
、
一
箇
所
当
た
り
お
お
む
ね
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
下
と
す
る
。
ま
た
、
ゲ
レ
ン
デ
等
と
駐
車
場
と

の
間
に
は
、
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の

残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す
る
。

ゴ
ル
フ
場
の
造

成

森
林
率
は
お
お
む
ね
五
○

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す

る
。

一‌�　

原
則
と
し
て
周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー

ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
（
残
置
森
林

は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
二
○
メ
ー
ト
ル
以
上
）

を
配
置
す
る
。

二‌�　

ホ
ー
ル
間
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上

の
残
置
森
材
又
は
造
成
森
林
（
残
置
森
林
は
、
原

則
と
し
て
お
お
む
ね
二
○
メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
配

置
す
る
。

宿
泊
施
設
・
レ

ジ
ャ
ー
施
設
の

設
置

森
林
率
は
お
お
む
ね
五
○

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す

る
。

一‌�　

原
則
と
し
て
周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー

ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す

る
。

二‌�　

建
物
敷
の
面
積
は
事
業
区
域
の
面
積
の
お
お
む

　

‌�

ね
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
し
、
事
業
区
域
内
に

複
数
の
宿
泊
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
極
力
分
散

さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

三‌�　

‌

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
開
発
行
為
に
係
る
一
箇
所
当

た
り
の
面
積
は
お
お
む
ね
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
と

し
、
事
業
区
域
内
に
こ
れ
を
複
数
設
置
す
る
場
合

は
、
そ
の
間
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上

の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す
る
。

工
場
・
事
業
場

の
設
置

森
林
率
は
お
お
む
ね
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す

る
。

一‌�　

事
業
区
域
内
の
開
発
行
為
に
係
る
森
林
の
面
積

が
二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し

て
周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の

残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す
る
。
こ
れ
以

外
の
場
合
に
あ
っ
て
も
極
力
周
辺
部
に
森
林
を
配

置
す
る
。

二‌�　

開
発
行
為
に
係
る
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
は
お

お
む
ね
二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
と
し
、
事
業
区
域
内

に
こ
れ
を
複
数
造
成
す
る
場
合
は
、
そ
の
間
に
幅
お

お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又
は
造
成

森
林
を
配
置
す
る
。

住
宅
団
地
の
造

成

森
林
率
は
お
お
む
ね
二
○

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す
る

（
緑
地
を
含
む
。）。

一‌�　

事
業
区
域
内
の
開
発
行
為
に
係
る
森
林
の
面
積

が
二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
残

置
森
林
又
は
造
成
森
林
・
緑
地
を
配
置
す
る
。
こ

れ
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
も
極
力
周
辺
部
に
森
林
・

緑
地
を
配
置
す
る
。

二‌�　

開
発
行
為
に
係
る
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
は
お

お
む
ね
二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
と
し
、
事
業
区
域

内
に
こ
れ
を
複
数
造
成
す
る
場
合
は
、
そ
の
間
に

幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又

は
造
成
森
林
・
緑
地
を
配
置
す
る
。

土
石
等
の
採
掘

一‌�　

原
則
と
し
て
周
辺
部
に
幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー

ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
配
置
す

る
。

二‌�　

採
掘
跡
地
は
必
要
に
応
じ
埋
戻
し
を
行
い
、
緑

化
及
び
植
栽
す
る
。
ま
た
、
法
面
は
可
能
な
限
り

緑
化
し
、
小
段
平
坦
部
に
は
必
要
に
応
じ
客
土
等

を
行
い
、
植
栽
す
る
。

太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置

森
林
率
は
お
お
む
ね
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
（
残
置
森
林
一‌�　

原
則
と
し
て
周
辺
部
に
残
置
森
林
を
配
置
し
、

事
業
区
域
内
の
開
発
行
為
に
係
る
森
林
の
面
積
が
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率
は
お
お
む
ね
一
五
パ
ー

セ
ン
ト
）
以
上
と
す
る
。
　

‌�

二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

周
辺
部
に
お
お
む
ね
幅
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
残

置
森
林
又
は
造
成
森
林
（
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト

ル
以
上
の
幅
の
う
ち
一
部
又
は
全
部
は
残
置
森
林
）

を
配
置
す
る
。
ま
た
、
り
ょ
う
線
の
一
体
性
を
維

持
す
る
た
め
、
尾
根
部
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
残
置
森
林
を
配
置
す
る
。

二‌�　

開
発
行
為
に
係
る
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
は
お

お
む
ね
二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
と
し
、
事
業
区
域

内
に
こ
れ
を
複
数
造
成
す
る
場
合
は
、
そ
の
間
に

幅
お
お
む
ね
三
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
残
置
森
林
又

は
造
成
森
林
を
配
置
す
る
。

　
　

注
１‌�　

森
林
率
と
は
、
事
業
区
域
内
の
森
林
の
面
積
に
対
す
る
残
置
森
林
及
び
造
成
森
林
（
植
栽
に

よ
り
造
成
す
る
森
林
で
あ
っ
て
硬
岩
切
土
面
等
の
確
実
な
成
林
が
見
込
ま
れ
な
い
箇
所
を
除

く
。
）
の
面
積
の
割
合
を
い
う
。
こ
の
場
合
、
森
林
以
外
の
土
地
に
造
林
す
る
場
合
も
算
定
の
対

象
と
し
て
差
し
支
え
な
い
が
、
土
壌
条
件
、
植
栽
方
法
、
本
数
等
か
ら
し
て
、
林
叢そ

う

状
態
を
呈

し
て
い
な
い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
は
対
象
と
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　

２‌�　

「
残
置
森
林
等
の
割
合
」
は
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
が
森
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
の
上
、
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
関
す

る
基
準
の
一
つ
と
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
割
合
を
示
す
数
値
は
標
準
的
な
も
の

で
、
「
お
お
む
ね
」
は
、
そ
の
二
割
の
許
容
範
囲
を
示
し
て
お
り
、
適
用
は
個
別
具
体
的
事
案

に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
工
場
又
は
事
業
場
に
あ
っ
て
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

下
回
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　

３　
「
開
発
行
為
の
目
的
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

イ‌�　

「
別
荘
地
」
と
は
、
保
養
等
非
日
常
的
な
用
途
に
供
す
る
家
屋
等
を
集
団
的
に
設
置
し
よ

う
と
す
る
土
地
を
指
す
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

ロ‌�　

「
ゴ
ル
フ
場
」
と
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
等
に
よ
る

ゴ
ル
フ
場
の
定
義
以
外
の
施
設
で
あ
っ
て
も
、
利
用
形
態
等
が
通
常
の
ゴ
ル
フ
場
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
こ
れ
に
含
め
取
扱
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

ハ‌�　

「
宿
泊
施
設
」
と
は
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
民
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
保
養
所
等
専
ら
宿
泊
の

用
に
供
す
る
施
設
及
び
そ
の
附
帯
施
設
を
指
す
も
の
と
す
る
。
な
お
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
等
所
有
者
等
が
複
数
と
な
る
建
築
物
等
も
こ
れ
に
含
め
取
扱
う
も
の

と
す
る
。

　
　
　
　

ニ‌�　

「
レ
ジ
ャ
ー
施
設
」
と
は
、
総
合
運
動
公
園
、
遊
園
地
、
動
・
植
物
園
、
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
等
の
体
験
娯
楽
施
設
そ
の
他
の
観
光
、
保
養
等
の
用
に
供
す
る
施
設

を
指
す
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

ホ‌�　

「
工
場
・
事
業
場
」
と
は
、
製
造
、
加
工
処
理
、
流
通
等
産
業
活
動
に
係
る
施
設
を
指
す

も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

ヘ‌�　

表
に
掲
げ
る
以
外
の
開
発
行
為
の
目
的
の
う
ち
、
学
校
教
育
施
設
、
病
院
、
廃
棄
物
処
理

施
設
等
は
工
場
・
事
業
場
の
基
準
を
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
ゴ
ル
フ
場
と
一
体
の
も
の
を
除
き

宿
泊
施
設
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
基
準
を
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
企
業
等

の
福
利
厚
生
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
の
用
途
に
係
る
開
発
行
為
の
目
的
の
基
準
を
適

用
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

ト‌�　

一
事
業
区
域
内
に
異
な
る
開
発
行
為
の
目
的
に
区
分
さ
れ
る
複
数
の
施
設
が
設
置
さ
れ
る

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
区
域
区
分
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
行
為
の
目
的

別
の
基
準
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
（
住
宅
団
地

の
造
成
の
場
合
は
緑
地
も
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
区
分
さ
れ
た
区
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
配

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
施
設
の
配
置
計
画
等
か
ら
み
て
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
施
設
の
区
域
界
に
お
お
む
ね
三
十
メ
ー
ト
ル
の
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を

配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

チ‌�　

レ
ジ
ャ
ー
施
設
及
び
工
場
・
事
業
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
が
そ

れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
、
お
お
む
ね
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
と
さ
れ
て
い
る

が
、
施
設
の
性
格
上
施
設
の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
て

設
置
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

リ‌�　

工
場･

事
業
場
の
設
置
及
び
住
宅
団
地
の
造
成
に
係
る
「
一
箇
所
当
た
り
の
面
積
」
と
は
、

当
該
施
設
又
は
そ
の
集
団
を
設
置
す
る
た
め
の
開
発
区
域
の
面
積
を
指
す
も
の
と
す
る
。

　
　
　

４‌�　

住
宅
団
地
の
造
成
に
係
る
「
緑
地
」
に
つ
い
て
は
、
土
壌
条
件
、
植
栽
方
法
、
本
数
等
か
ら

し
て
林
叢
状
態
を
呈
し
て
い
な
い
と
見
込
ま
れ
る
土
地
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
、
当
面
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　

イ　

公
園
・
緑
地
・
広
場

　
　
　
　

ロ　

隣
棟
間
緑
地
、
コ
モ
ン
・
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　

ハ　

緑
地
帯
、
緑
道

　
　
　
　

ニ　

法
面
緑
地

　
　
　
　

ホ　

そ
の
他
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
類
す
る
も
の

　
　
　

５‌�　

「
ゲ
レ
ン
デ
等
」
と
は
、
滑
走
コ
ー
ス
の
上
、
下
部
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
滞
留
場
所
で
あ
り
、
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リ
フ
ト
乗
降
場
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
用
地
を
含
む
区
域
を
い
う
。

　
　
　

６‌�　

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
の
場
合
に
お
い
て
は
、
開
発
行
為
の
許
可
後
に
採
光
を
確
保
す
る

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
を
過
度
に
伐
採
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
、
樹
高
や
造
成
後
の
樹
木
の
成
長
を
考
慮
し
た
残
置
森
林
又
は
造
成
森
林
及
び
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

４‌�　

造
成
す
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
植
物
の
成
育
に
適
す
る
よ
う
表
土
の
復
元
、
客
土

等
の
措
置
を
講
じ
、
森
林
機
能
が
早
期
に
回
復
、
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
自
然
的
条
件
に
適

す
る
原
則
と
し
て
樹
高
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
木
性
樹
木
を
、
次
の
表
に
定
め
る
樹
高
ご
と
の
植

栽
本
数
を
標
準
と
し
て
均
等
に
分
布
す
る
よ
う
植
栽
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
修
景
効
果
を
併

せ
て
期
待
す
る
森
林
を
造
成
す
る
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
樹
木
を
植
栽
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

　

樹
高

　

植
栽
本
数
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
）

　

一
メ
ー
ト
ル

　
　

二
、〇
〇
〇
本

　

二
メ
ー
ト
ル

　
　

一
、五
〇
〇
本

　

三
メ
ー
ト
ル

　
　

一
、〇
〇
〇
本

　
　

５‌�　

道
路
の
新
設
若
し
く
は
改
築
又
は
畑
地
等
の
造
成
の
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
土
地
利
用
の
実
態

か
ら
み
て
森
林
を
残
置
し
又
は
造
成
す
る
こ
と
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
森
林
の
残
置
又
は
造
成
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

６‌�　

規
則
別
表
第
五
第
二
号
に
規
定
す
る
「
周
辺
の
植
生
の
保
全
等
」
に
は
、
貴
重
な
動
植
物
の
保

護
を
含
む
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
「
必
要
に
応
じ
た
造
成
」
と
は
、
必
要
に
応
じ
て
複
層
林
を
造

成
す
る
等
安
定
し
た
群
落
を
造
成
す
る
こ
と
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
　

７‌�　

規
則
別
表
第
五
第
四
号
に
規
定
す
る
「
善
良
に
維
持
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
」
と
は
、
残
置
森
林
等
に
つ
い
て
申
請
者
が
権
原
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
許
可
権

者
と
の
間
で
残
置
森
林
等
の
維
持
管
理
に
つ
き
協
定
を
締
結
す
る
等
将
来
に
わ
た
り
保
全
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
さ
ら
に
、
３
の
表
に
規
定
す
る
残
置
森
林
等
の
割
合
及
び

森
林
の
配
置
等
は
、
施
設
の
増
設
及
び
改
良
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

第
九　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
す
る
開
発
行
為

　
　

規
則
別
表
第
六
の
別
に
定
め
る
基
準
は
、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

１‌�　

災
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
に
係
る
別
に
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

　
　
　

イ‌�　

規
則
別
表
第
二
第
一
号
に
規
定
す
る
「
開
発
行
為
が
原
則
と
し
て
現
地
形
に
沿
つ
て
行
わ
れ

る
こ
と
及
び
開
発
行
為
に
よ
る
土
砂
の
移
動
量
が
必
要
最
小
限
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
」
と
は
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

　
　
　
　

⑴‌�　

太
陽
光
発
電
施
設
を
自
然
斜
面
に
設
置
す
る
区
域
の
平
均
傾
斜
度
が
三
十
度
以
上
で
あ
る

場
合
は
、
土
砂
の
流
出
又
は
崩
壊
そ
の
他
の
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
、
可
能
な
限
り
森
林
土

壌
を
残
し
た
上
で
、
擁
壁
又
は
排
水
施
設
等
の
防
災
施
設
を
確
実
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
自
然
斜
面
の
森
林
土
壌
に
、
崩
壊
の
危
険
性
の
高
い
不

安
定
な
層
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
層
を
排
除
し
た
上
で
、
擁
壁
、
排
水
施
設
等
の
防
災
施
設

を
確
実
に
設
置
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

太
陽
光
発
電
施
設
を
自
然
斜
面
に
設
置
す
る
区
域
の
平
均
傾
斜
度
が
三
十
度
未
満
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
も
、
土
砂
の
流
出
又
は
崩
壊
そ
の
他
の
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
、
排
水
施
設
等
の
適
切
な
防
災
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
　
　

ロ‌�　

排
水
施
設
の
計
算
に
用
い
る
流
出
係
数
は
、
地
表
が
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
不
浸
透
性
の
材
料

で
覆
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
第
五
の
７
イ
⑵
ａ
の
表
に
よ
ら
ず
、
流
出
係
数
を
原
則
一
・

〇
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
箇
所
の
割
合
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
そ
の
割
合
に
応
じ
て
〇
・
九

～
一
・
〇
の
範
囲
内
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

ハ‌�　

排
水
施
設
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
第
五
の
８
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑴‌�　

表
面
流
を
安
全
に
下
流
へ
流
下
さ
せ
る
た
め
の
排
水
施
設
の
設
置
等
の
対
策
が
適
切
に
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　

⑵‌�　

表
面
侵
食
に
対
し
て
は
、
地
表
を
流
下
す
る
表
面
流
を
分
散
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
柵

工
、
筋
工
等
の
措
置
及
び
地
表
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
伏
工
等
に
よ
る
植
生
の
導
入
や

物
理
的
な
被
覆
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　

２‌�　

環
境
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
る
お
そ
れ
に
関
す
る
事
項
に
係
る
別
に
定
め
る
基
準
は
、
規
則
別
表

第
五
第
三
号
に
規
定
す
る
措
置
を
講
じ
た
上
で
更
に
景
観
の
維
持
の
た
め
十
分
な
配
慮
が
求
め
ら

れ
る
と
き
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
フ
レ
ー
ム
等
に
つ
い
て
地
域
の
景
観
に
な
じ
む
色
彩
等
に
す
る

よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附
　
則

１　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２‌�　

大
分
県
林
地
開
発
許
可
審
査
要
領
（
平
成
二
十
七
年
大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
六
号
）
は
、
廃
止
す



令
和
五
年
七
月
十
一
日

一
八

大
分
県
報
（
告
示
）

る
。

３‌�　

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
開
発
行
為
の
許
可
申
請
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
に
よ
る
共
済
加
入
区
の
設
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
四
年
大
分
県
告
示
第
九
百
号
）

の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
す
る
。

　
　

令
和
五
年
七
月
十
一
日　

 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎

　

表
の
米
水
津
漁
獲
加
入
区
の
項
中

「
一‌�　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
ま
き
網
又
は
船
び
き
網
を

使
用
し
て
行
う
漁
業

二　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
小
型
定
置
網
漁
業

三‌�　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
（
一
及
び
二
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）

」
を

「
一　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
ま
き
網
又
は
船
び
き
網
を

　

使
用
し
て
行
う
漁
業

二　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
小
型
定
置
網
漁
業

三　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ

　

り
主
と
し
て
底
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う
も
の

四　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
（
一
か
ら
三
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

　

を
除
く
。
）

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
七
月
十
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道
三
二
六
号

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
字
大
原
一
一
五
一
番
一

二
八
か
ら

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
字
大
原
一
一
五
一
番
一

一
七
ま
で

令
五
・　

七
・
一
一


